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ブレリユード(無伴奏組曲第１番より）（バッハ)228､
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初の「ＶＩＰ・ＣＩ〕」を記念してｕ本を代表するチ
ェリスト・岩崎洸氏と、ピアノ伴奏‘ｸ)第一人者と

して世界的なソリストとの共演を宙ねてきた岩崎
椒ざん御姉弟のi閏奏で、チェロ名曲集「岩崎洸④
白鳥・愛の挨拶・夢”あとに」を蝦芝ＥＭＩ脚と共
同帝'1作いたしました。岩崎洸さんは、１６歳で第２９
同音楽コンクール（昭和35年）で第１位・特賞を
得て以来、チャイコフスキー国際コンクール第３
位（昭和45年l入賞等、欧米を中心に満路きれてl，
まず。
収録きれた13曲は、タイトル曲のように大変良
く知られた珠玉の名曲や、チェロ‘の高度な摘寿テ
クニックを必要とするもの、更には藤井大史の曲
のように拙界初録音を含むなど、大変'くラエティ
に富んだ内容で、自乗⑰お好きなjjならどをたに
でも楽しんでいただけると思います。

制作にあたって

日頃は第一家庭電器をご愛顧賜わり、又この度
は「ｖＩＰメイト会員」を継統いただき、誠にあり
がとうこざいます。
当社内オーディオ会員システムは、ベンンク

な「テープ・メイト会員｣、そ”発展ダイブ｡の「テ
プ・メイト特別会員｣、そしてコンポーネント
を‘'１‘L,にビジュアルを加えた「ｖＩＰメイト」ｖｒ,３
種類ですが、今春は、その「テープ．メイト」が
11)問年を迎えることができました。これも偏に会

員の皆様力変わらぬご支援,)賜と、心から感謝申
し上げます。
「ｖｌＰメイトは、コンポーネントを中‘L,とした

当社オテ・イオ最高位の会員システム「ⅥＰメ
ンベズ」として８年前にスタトＬ，その後、
｢ＶＩＰメイト」へ内変更を経て、昨年、ＣＤ・ＬＤ‘

ＶＨｐ・ソフト専門店「ＡＶソフトピア」の開店逢
機に、ニューメディアを含めた新会員システムと
してうし“'シュ・アップ．さ牡ていただ‘きまＬた。
そして今回から、従来の愛蔵素Nq人スーパー･
アナログ・ディスク「vIP45」に加えて、デジ
タル録音によるＦＶＩＰ･ＣＤ」も制作し会員”皆
様にいずれかお好きな方を選んでいただくことに
＊トノました、

録音は新年旦々の１月Ｅｕ、９ロ,ｸ)両日、水道
橘のパリオ・ホールで、ＤＡＭとしては籾めての、
ＣＤ企l由1専用デジタル録音を、，主した‘．このホ
ールは、世界的に有語な作曲家・指揮苫であるピ

エール・ブレーズ氏が名誉館碇をつとめるアヒ
ラック・ミュージック・コミュニティ・センター
J)中核で、残響を１-２秒コントロールできる等
'〕最新設備を誇っております。
ＬＰ２枚分に近い曲數を２IIHHで録音するという

J］
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ハードなスケジ
の気さくなお人

的にレコーディ
岩崎洸氏の愛

からヴァイオリ
っスケールの人
でお楽しみいた

今後、ＶＩＰメ
フトをお届けす
ですので、今後
申し上げます。
なお、本ＣＤ＄ｌ

東芝ＥＭＩ㈱及び
ただきましたこ《



文化会館でリサイタルを開くことになっていて、
曲目のなかから少しひいて聴かせてくれたりした。
洸君は豪放なようでいて、細やかなところがあ
り、淑さんはニコニコと当たりがいいが、芯の強
さを感じさせるところがあった。この感じは、今
も変わらない。
私はあのとき、この二人に、音楽ジャーナリス
トとしての関心以上の何かを感じた。そしてそれ
が、今日に続く交流のきっかけになった。
あれから１５年余、淑さんと洸君の演奏を聴かな
かった年はほとんどない。二人が始めた沖縄のム
ーンビーチ・ミュージック・キャンプも、去年の

12>lで７年目を迎えたが、この楽しく実り多い室
内楽のキャンプにも、既に51,1参加している。
音楽ジャーナリストというのは、好きな音楽家
にｌＩｌｌ会っても、彼等とある距離を保ち、どこか醒
めていなければならないと、私は’W,っている。し
かし、恋をしながら醒めているのが不可能なよう
に、それが極めて難しくなることがある。
実は今、このレコードのための録音のカセット
を聴きな力ざら、この原稿を書いている。まだレコ
ードとして完全に仕上がった状態ではないものだ

が、確かな手応えにホッとし、くつろいで楽しむ
段階に入っている。
国際的に活躍している二人の演奏について､「ホ
･ソとし」などというのは失礼かもしれない力:、ジ

十年一昔という力ざ、岩崎淑、洸の姉弟との付き
合いを考えると、１０年どころか、１５年余りIiijのこ
とが、まるで昨[lのことのように思い出されるこ
とがある。
姉弟に初めてインタヴューしたのは､昭和45年、

大阪で万国博力ざ開かれた年の秋だった。あのとき
のことは、今でもハッキリ覚えている。彼等の家
は、そのころ東京．大II1区の千束にあった。ビア
ノカざ置いてある、あまり広くない部屋で、二人は
なんとなく照れくさそうにして侍っていた。彼等
と知り合ったのは、その少し前だった。
洸君は長髪で、「面倒くさくて刈らないでいる

うちに伸びちゃったんですよ。ニューヨークの街
を歩いていたら、アメリカ人の子供に、あっジャ
パニーズ・ビートルズだ／なんて言われたりして

ね」といった話も出た。二人はその数日後、東京

５



ジック・キャンプを企1曲|開催。好両平を受く．内外
的著名な演奏家と共演し、レコーディングは33枚
にのぼる。現在、桐朋学園大学で伴奏法、室内楽
を教えてい烏。貼近ではアンドレ・ナヴァラ、イ
ヴリ・ギトリス、ローラ・ボベスコと共演。
再びレコードの話に戻ろう。洸君”チェロが、

伸びやかに、深々と鳴ってい患。ひいているのは、
ストラディヴァリ句スの名器である。日本でテ'ビ
ューしだころ、彼が使っていた鋤は、ベンタパー

ネ。ニューヨークに留学中に同地のオーケストラ
と協演したとき、彼の演奏に感激した二人”-ファ
ンが贈ってくれたものだった。
眼さんのピアノが、実にデ'１ケートな味わいを

出す。芯がシ"ノカｊしているから、サロン音楽ふ
うに流れる巳とは、決してない。しかも、′｣､品を
心から楽Ｌむ余裕がある。
こんな二人の演奏を聰L,ていみと、彼等がアメ
リカで演奏会を開I,たときめ、ニューヨーク・タ

イムズ紙の批評壱‘w,い出す。
Ｆ妓等の演奏は、四手でひきをがら、、-つの心

でひかれた音楽であった」
以前、二人は、外国に居ると．夫婦だと思われ
たI)、姉弟だと言うと「双子か？」と間かれだり
したものだった。
洸君は、既に故人になった名チェリスト、とい

うよ'ノも大音楽家のバフーロ・カザルスから．数週

ヤーナリストの冷たさを忘れて、彼等の側に立っ
てＬまっている、私の心情でもある。
私の気持ちが、あまりエスカレートしてしまわ

な'､うちに、岩崎姉弟”演奏を初めて聴かれる方
のために、二人の経睡を簡単に紹介しておこう。
去年のムーンビーチ・ミュージック・キャンプ．
アンド・フェスティバル"プログラムに許かれて
いるもめが、コンパクトにまとまっているので、

以ﾄｰに５１用きせてL,た超こう。
岩崎洸第29回音楽コンクール第１位、特賞。

桐朋学同高校を経てジュリアード音楽院へ留学。
チャイコフスキー、ウィーン、ミュンヘン、ブダ
ペスト、カサド等②多くの国際コンクール上位入

賞。１９７０年の日本デビュー以来ソロ、室内楽、オ
ーケストラとの協演、またレコーディングを行い、

芸術大賞を受賞。ロッケンハウス音楽祭、アスペ
ン音楽祭、クフモ音楽祭に参加。1985年秋には、
姉椒と共に国際文化交流基金の派遣により、東欧
６か国内演奏旅行を行った。現在、アメリカ、イ
１ノイ‘ｉ|立人学教授巻務める。
岩崎淑桐朋学園、米田ジュリアード音楽院、
イタリアキジ音楽院にて学ぶ。ミュンヘン、ブダ
ペスト、チャイコフスキーコンクールなどで賞達
受け、現在、日本における貴重な室内楽ピアニス
ト。1976年以来、ミュージック・イン・スタイル
を主宰．1979年よ')．沖縄ムーンビーチ・ミュー

門



ヒヒ、うことを聞いてL，る･そ‘二て､、音のよきと、
I宙毒刀よさと師関係を、少し話題にしてみた1,。
私は、どちらかという上、古いタイプの'１ズナ

ーであ')、演奏侭先。モノラルＬＰからステレオ、

テジタルと技術か進んできても、多少吾が悪かろ

うが、いいＩ宙春のもめを好んで聴き、にＤが焔モさ
れるまでは、その前評判もきほ‘ど気にＬなかった。
ところが､いざ［I)が発売され､たまたま聰く機会
が為っためちは、たちまちセツ七とにｐを聰きは
じめ、音楽仲間たちを驚かせたのである。
思うに、私”ＣＩ〕体験は、いい演奏をいL，白:で

岫くニヒで始まったのが、幸運ぢったと思う．そ
うでなければ、いまだに「音がいいだけではぬえ
……」などと己っていたかもしれない。

昔からヴァイオリンをはじめ弦楽器が好きだ-〕
た私は、次々とそゐ〔I)を聴いており、岩塒師弟
の録音も、カセゾトを聰きながら、ＣＩ〕の音を想

像し、その稚売を栞しみにしている。
二人”演奏ｱ)特徴については、既に簡単に触れ
だが、洸荊は、ストラテ・イヴァリウスを伸びやか
に夕･ソプ１１とひき、湧器‘”美しく当かな音を十三
分に鳴らしていも。これがＣＩ〕でどこまて再現さ
れているかが、楽しみの一つである。また、樅き
ん‘乃ピアノ”、デリケートでシ,ソカリl_た畠:も、
牛刀i崗癸にどごまで近い状態て聴く＝とかできるか。
さらに楽Ｌ盈なのｉｔ．ｋ＃‘にロマンティ、ゾクZＴ

間、手ほどきを受けだｚ‘とかある。そ,刀ときめカ
ザルスの印象につ[，て、あるとき‘二う語った。
「もう曲{〕歳を過ぎているというのに、いつも夢

や理想や新しいものを追いつづけているんですよ」
大家へpr1道が、牛やきＬいも”でないことを、

十一分に,心得て１，る洸荊は、決して思い上が←]た
ことを言ったI)、態度に出したI)する二とはない。
しかし、たくましく、優しい彼の目は、カサルス
めあと巻追い、夢を追っている。
一方、椒さん-。この人については、１年ほ

ど前、こんな耆彗出しで、新聞にえ草を耆いたこ
とがある。
「器崎俶ざんの仲間は、彼久署『夢考追う女」

と言う”ざらに、もう少Ｌ親しい人たちは「夢力
実現させてしまう女」だ上言う」
その夢の一・つとして、ミュージック・イン，ス

タイルが、ムーンビチ・ミェージゞ'ク・キャン
ヲ｡か、スタートし、続けられ、充実した。

二人!'§通”夢もあれば．佃別の夢もある。夢へ
のアプローチ的仕方も、共lITl作業であったり、別
別であ≠言,起りすみ．Ｌかし、北はずれたロマンテ
ィストであるという,‘Aiで、二八は既ｊみたいなと
ころかある．
ちょっと、岩崎姉弟②話から離れよう。
このレコードは．オディオ・ワァンカ方たち

が茎く聴かれる連グ)!』‘刀ど乃一枚として出される

『弓



二人にとって、これは多分、初のＣＤである。
コヅコッと夢へ向かって歩む洸ｲ1にとっても、夢

を'典現させてしまう椒さんにとっても、これはま
た一つ、新しい夢の実現と言える。
雌後に､このﾚ ｺ ｰ ﾄの聴きどころをもう一つ
。小,'１,'１集というと、軽くみる,f,,きがある力ざ、

これはとんでもない話。′｣、品といっても、演奏時
間が短いだけで、それぞれ力ざ異った苛楽的内容を
もつ鐵縮された作,1,1,で、文学作111,,でいえば鰄編に
当たる。こういう作,l川】,を多数ひき分けるというこ
とは、演奏荷に高度の技術と豊かな音楽性を要求
するのである。
だから、古今に名手は多いけれども、小IY,集の

いいレコードは、意外なほど少ない。小1,1,,集のい
いレコードを出そうとするのは、一つの挑戦だと
言ってもいい。
瑞崎姉弟による、こう．いう素晴らしいＣＤがで

きると、聴き手の一人である私は、さらに欲が出
てくる。二人によるソナタである。チェロのレパ
ートノーは、ヴァイオリンより少ないといっても

けつこう多彩な曲11がある。
次のＣＤには、ぜひソナタをと期待して、筆を

燗〈としよう。カセットを繰り返し聴きながら過
ごすうちに、戸外はすっかり雪に包まれ、才‘;.崎姉
弟の快演を吸い取るような感じになった。

富永壮彦

． ” 鱗
霧・，

燕

、
傾向のある二人の共演の雰附気までもが、どこま
で(1)現できるだろうか、ということ力:ある。
カセットを聴いた淑さんは、「ﾉし分ﾉL服、‘W,うよ

うにできたと‘W,う」と、うれしそうにしていた。
洸イ1は、カセットを聴く間もなく、アメリカへ飛
んでしまった。

８



かさ谷こうした畦ﾉJは、ある程度音楽を聴き
こんでいって切めて、感得していく種類のもの活。
音楽をす西に至る直は２つある。ひとつは「情樺
教育」として、或１，は親が果し得なかった,夢刀代
償として、親がしむけてレッスンに岨わせるもの。
これはピアノ、もしくはウーＦイオリン、がフツー
ですね。ほら、ヴァイオリンのケース抱えた半ズ
ボン内小学生なんて”が、小田急線に乗ってたり
する。アレです。もうひとつは、自分で選ぶケー
ス。カッコＬ,い→自分もなりたい、という単純壷
動機で丸井ヤング館へ出かける中学生がそれだ。
楽器はといえば、比鞍的魅力め解り易いギター、
キーボード、ドラム又、フルトあたりが代表格
だろう。
チェリストはなぜチェロを遊んだのか、そめ過程
を想像す鉦ば、親がチェロを選び与える例はそう
あるものではなし､だろうし、これはもう、｢幸福な
出会い」とでも呼ぶめぐり合わせによるものだろ
う。早いうちから、音楽の魅力を、かなり高いレ
ヴェルで把えている-握りの人たちが、チェロと
出趣L,、選びとってゆくのだろうと地I‘うのだ．１５
歳”誕生祝１，に…･との想いは深い。
音楽の魅力が解る前からレ･ンスンを始ぬるのでば
巻く、魅力が解ってゐちに、いいかえれば日らが
目指す高みが解つだのちに、その高みに向かって
音楽を学んでゆく。これは大事＊ことだ。今日、

天上大国一チエロの躍力
ヴッテ･ィ．アレンの映山「泥棒野郎｣(原理：TakE
thEMonEvandRun，1969）をＴＶで見ていたら、
主人公Ｉアレン）か'5叢の誕生祝いにチェロを贈
られるエピソードにぶつかった。「私の知る限Iノ
最も才能のない生徒」と言われながらもレッスン
に通い読け、やがては町のパレードに、ブラスパ
、 ●

ンドの一員として（勿壷チェロで）行進に加わる
までに上達する。バンド”制服を着けたアレンが、
椅子にかけてマーチを弾き、遠ざかるパンドを(椅
子とチェロを持って）追いかけ追いこＬ、また演
奏皆統けるシーンは、抱眼モノのオカシサだった。
やがて彼はチェロをあきらめ、泥棒に転身してL，
くのだが、見ながらふと、１５歳のバースデイ・プ
レゼントに一挺のチェロをもらったらどんなに良
かっただろう、と,W､ったのだった。
ある程度”年令と、それに見合う経驍を積んで、
初めて良ざの解る物事、ってある。「若い頃はも
-，，刺さえあればってカンジだったけど、今はど

っちかつつ一と煮豆、高野豆腐、ヒジキ、それと
卯の花」って具合。音楽にもこうしたことは言え
る｡楽器でいえばさしずめチェロは､その筆頭沼ろ
う。人声に近い音域､渋い低音から輝く高音に至る
までの暖かく深い音色、どんな細かいパッセージを
弾いても{ナしてコセコセしないたっぷりとした啓

＃



練達の技巧だけが智き、さっぱり自楽”聰二えて
こないピアニストが統'了とテービェーする111で、チ
ェリストはといえば、早くから自分の音楽を雄弁
に待ってい島へが多いわけも、そんなところにあ
る吟だろうか。
岩崎さんは日本を代表すみチェリストといえる。
彼もまた、早くから自分内音楽巻、強L,意志で表
現する、本当”音楽家だった。そして今、この新
難目:を聴けば、ますます頃かぎを増した瑞崎きん
の音楽が聴こえる。ピアノやヴァイオ'ｊンからは

等身大吟人間ば)歌が聴こえる”に較べ、チェロの
良い演奏からは、われわれのありようより一廻り
大きい歌が、牛Eへの慈しみにも似た優しきに満ち
て聴こえるものだ｡蒼犬”高みに吹く風び)ように、
大きな歌かここにはある。

エルガー(1857-1934）：愛の挨拶作品１２
エルガーは近代イギリス音楽内父ともいえる作曲

家。２曲の麦響曲、舞巽曲｢回迷｣、チェロ協舂曲と
いったシリアスな名曲鉤ばかに、１１進曲「唾1軋堂
’草」やこび）「愛の挨拶」など、ライトで親しみや

すい小品を許いている。原曲は夫人に献げられた
ピアノ曲〈1齢8)。翌年､チェロの版が作られている。

ベートーヴェン(1770-18”）；卜鯛①メヌエット
Ｗｏ０．１０-２

｢英雄」「運命」といったマジメな大作から、ベー

トヴェンといえばつい、′嘔炎も]曲じない厳いし
四人柄を想像するけれど、その肢か------と考えれ
ばほほえましくなってしまうほどに、愛らい､小
品。メヌエットは３拍子の舞曲の一輔｡25歳(17951
内時に吾かれた管弦楽②ためぬ「tiつのメヌエソ

ト第２山 ‘曲月メモ

サンーサーンス（1835-1921）Ｓ白鳥
1586に吾かれた組曲「Flj物鉤謝向崇」は、ライオ
ンから水族館ｸ)魚、ピアニスト（‘二れはへたくそ
なピアニストへの皮|可）まで登場する組曲。独奏
チェロと２台のピアノに君かれた第13曲「白鳥」
は、後にチェロと１台のピアノ用に編曲され、チ
ェロ独毒洲とＬてオナジミ,刀も”となった。７k面
をすべ患白鳥か．

ドビュッシー（1862-1910）エミンストレル
｢亜麻色の髪内乙女J｢沈ぬる寺｣を含むピアノ曲築
｢前奏曲集第１巻｣(1910)全12曲の､晶後を飾畠曲。

ミンズトレルとは'ｆリの場ﾌkカミュジ‘ソク・ホー
Ｌ 千 Ｆ 子 １ ト ー

ルや寄席で助らく芸人・道化師たち,カニと。編曲
者は詳かでないが､すばやく変わる上･ソィカートやコ
ル､レーニョ(弓”本枠部分で弾く)奏法か使われ、ア
イロニカルともいえ器風変わりな味わいを生かしているゞ

11.｝



チヤイコフスキー(1840-1693）：メロディー作品４２-３
ヴァイオリンとピアノのために許かれた「なつか

しい上地の想い出｣(1878)の第３曲にあたる。「土
地」にっ↓､ては、侭の精神的・軽済的なスポンサ
ーであ一つたメック夫人の別疵あるいは離婚‘r)fB

をいやしてひと頁を過したジュネーウ湖畔、と説
が分れみ、メランコノ･ソクでＨ美な小品。

フォーレ(1845-1924）：夢②あとに作品７-１
これは「エレジ」などとは違い、歌曲として吾
かれたものを後に編曲した作品。Ｒ･ビュシーヌの
詩は．夢に現われた佳人への憧恨を「学”中のあ
のへよ、戻ってきておくれ」と歌うも〃)I1H78)モ
美しい旋律は、軟訶をつけず器楽のみで演奏され
ても充分に表現力に尚ち､やjるせない想いが低わる。

Jsバッハ(16B5-175I）：アダージョ
ペッ′､かヴァイマル時代(170”）に作ったオルガ

ン”ためぬ作品「卜・ノウータ、アダージョレワー
ガ′､長調ＢＷＶ５Ｃ４Ｊのアダージョ部分を、ピア
ニスト官Ａ-ジロティか編曲したもの。ガィヴァル

テ・ィの影響か感じられる作品で、アダージョ部分
はきしずめ「協奏曲」”第２楽章ともいえる．弦
門ビツィガート巻想わせる伴奏に乗.って、印象的

な雌律が歌われる。

ダヴィドフ(1838-1889）：泉のほとりで作品２０-２
作曲者内力-１し・ダヴィドフは、ライプツィヒや
ペテルスフ,ルグ（現在のレニングラード）のオー
ケストラで首席舂者をつとめたチェロ,の名手。４

曲の協奏曲をはじめ、専らチェロをフィチュア
した作品も残している。二の曲もそうしたひとつ
で、森の奥に湧き出る泉か描かれる。

藤井大史(1958）２ゆるやか慰パラフレーズ
作曲苔は作曲家溌片凡大氏の子,ｔ､。原曲はピアノ
のために書かれた｡「ヴィラーロボス（-7ラジル内
大作曲家）のメロディに触捲きれて作-’た」と自
ら同苫為ように、どこか遠くを夢みみような旋律は
｢ブラジルl乱'くりハ」や「ショーロ」に聴く大きな

歌どころに一脈j瞳ずるようだが、漂う哀調は’､に
しえへの想いにも似て日本人ならではの情緒に尚
ち、美しい倉1作となっている。

JＳバッハ：無伴奏チェロ組曲より

令ｕではしコドやコンサトで耳にする機会も
多い名曲だが、今1廿紀に人ってパブロ・カザノｌズ
か見事な演奏で慢沽させるまでは、殆ど忘ｵL虫ら
れた作品だった。６つ‘力組曲は全てワヨレリュード
で開始きれ、アルマンド、クーラント、サラペン
ドといった舞曲か５曲続けられみ。極めて単純な
書法にも拘らず、大きな精神性を持ち、チェロを

１］



弾く,ﾍたちのl阜点とでもいうべき作品（172fI年頃
作曲)。
プレIﾉュード（組曲第１番ＢＷＶ」()(１７第１曲）は
流れるような旋律か美しい充実した作品。ブーレ
(組曲第３番ＢＷＶＪ０Ｉ)9第５曲）はオーヴェルニュ
起腺ｎ２拍子の舞曲、

したイギリスのチェ１スト。演舞満薊”かたわら、
［立音乗院チェロ科の教授もつとめた。作曲家と
Ｌてはマイナ・ボエトであったようで、歌曲と
いくつかぬチェロ'j ,品が伝わっているのみ。匿曲
のI」ズムに乗って歌われ畠旋律は親しみやす上、も
めだ．

ヴィヴァルディ（1678-1741）：アレグロ
ゥィゥァルティは「四季」をはじめとして多くげ）

合舞協奏曲を作っている。らめ曲も、１７１２年に出
版された曲隼「調卜Ⅱの霊感」に含まれる第９番の
協奏曲から、第１楽章を編曲したもの。本来は独
奏ヴァイオリンで弾かれるメロディをチェロで閥
毒し、よ『)雷かな智きを生んでいる．

メルデルスゾーン(1809-1841)：無冒歌二長胸作品109
メンテ．ルスゾーンの「無言歌」といえばピアノの
ための曲栗が有名だか、この曲はそれとは別”、
純粋にチェロのために吾かれた小品(１８４５？）。１、
かにも値らしい、流れるような明るL,メロディが
歌われるロ

ポッバー(1B43-1913）：ヴィトー作品５４-５
ダウィド・ポ‘ｿバーはオーストリアに生まれ、ウ

ィンの宮廷楽団でチェロを弾く一方、作曲家と
しても沽躍した。ダヴィドフ同禄、チェリストな
らでは内技巧を駆使したチェロ小品が伝わってい
る。この曲は全５曲からなる「スペイン舞曲巣」
の終曲。６／８拍子的早い踊り。

フォーレ：エレジー作品２４
｢レクィエム」や多く刀歌曲で有名なフォレは、
一万で気品あるチェロハ響きを愛し、８曲のチェ

ロのための作砧を残してい答‘。「エレジ｣は１８５０
年の作。「悲欺｣とi尺きれる曲題内とうり、皇感を
たたえたメロディか歌われるが、けして感傷的に
通らず、気高く透明なり'ノシズムにつらぬかれ、
フォーレならではの高雅な作品となってL，る。 ファリャ(1876-1946）エ火祭りの踊り

｢二角帽子Ｊと並んで橘商いペレエ曲「恋は随術帥」

(1915)ぴ)第呂曲。器曲は、′､イフェッツ、ルヒ
ンシュタインと組んで「100〃ドル・トリオ！と泄

スクワイヤー(1師1-1963）２ブーレ作品２４
ウィリアム・ヘンリー・スク『アイヤーは戦前に浦踊
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われたチェリスト：ヒアテイゴルスキーによる。
悪霊払いのためジプシーが火を焚いて蹄る場1ｍに
演奏される曲で、情熱に満ちた曲‘淵は、商い技巧
を要求されるチェロ小11111となった。

マイク・セッティング

カザルス(1876-1973）：鳥の歌
チェIノスト：パブロ・カザルスの演奏でなじみ深
いため、カザルスの創作と思われがちだが、カザ
ルスの'1;地スペイン・カタロニア地方に伝わる氏

謡をチェロのために編曲したもの。本来の腿謡は
｢烏たちはf'fげる：ｲｴｽ様力㎡お生まれだ、私たち

を罪より救い､歓びをくださるために｡"…｣と秋
われるｸﾘ ｽ ﾏ ｽ ･ ｷ ｬ ﾛ ﾙ ｡ ‘『 .》の1ﾙきﾉ蹄を想わ
せるピアノのトリルに導かれ、どこか寂しげな:伏
が歌われる。

真 庭 健

手
SM69
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録音ダイヤグラム

調整卓 ロセッサＡＫＧＴｕｂｕ
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SＴＵＤＥＲ
Ｏ８９

ＳＯＮＹ
ＰＣＭｌ６１０

ＢＶＵ
２００

○ ○
ＡＬＴEＣ
６１２Ｃ

ＡＬＴＥＣ
６１２Ｃ

スヒ-カー

スタッフ

ブロテ・ユーサー：鈴木武昭
ディレクター:! l ' l l l雅彦
バランス・エンジニア；池l l l影
ﾋ ｱ ﾉ ･ ﾁ ｭ ｰ ﾅ ｰ : 鶴 l l l １ l ｢ { 弘
デザイン：束,ZEMI㈱デザイン篭
カメラ：堀川'll ."
録ﾊ皇協ﾉﾉ：サウンド・クリエーター

妹A菖場liji:アビラ､ソク・ミュージ･ソク・
コミュニティ・センター

《（Iノオ・ホール》
Ｓ,６１．１．８～９

企1曲･mll作：鋪．'家庭屯器I)ＡＭ
製世：東 ﾉ 芝 E M I 株 式会社
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瞳1

画
目

、

、プレリュード(無伴奏組曲第１番より）バツ八
ｍブーレI&II(無伴奏組曲第３番より）バッハ
囮アレグロ(協奏曲二長調より）ヴィヴァルディ
圃工レジーフォーレ
囮ブーレスクワイヤー
囮無言歌メンデルスゾーン
囮ヴィトーポッパ一
画火祭りの踊りファリャ
囮烏の歌カザルス

皿白鳥サンーサーンス
回愛の挨拶エルガー
回卜調のメヌエットﾍｰﾄｰｳｪﾝ
画ミンストレルドﾋｭｯｼｰ
圓夢のあとにフォーレ
圖泉のほとりでダヴィドフ
団ゆるやかなパラフレーズ藤井大史
回メロディーﾁｬｲｺﾌｽｷ一
回アダージョバッハ
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